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天
神
縁
起
絵
巻

装
訂

巻
子
装

一
軸

表
紙

緑
地
華
文
様
綾
表
紙
（
原
装
）。
巻
緒
の
あ
た
る
部
分
に
大
き
く
擦
損
あ
り
。

見
返

金
紙

料
紙

鳥
の
子
紙
。
裏
打
ち
し
て
銀
切
箔
を
散
ら
す
。

法
量

表
紙
は
縦
二
九
・
八
㎝
×
横
二
三
・
三
㎝
。
本
紙
は
縦
二
九
・
八
㎝
。
全
長
一
二
ⅿ
七
・
五
㎝
。
三
十
三

紙
。
一
紙
の
寸
法
は
四
〇
㎝
前
後
と
二
〇
㎝
前
後
か
ら
な
る
。

外
題
等

題
簽
、
外
題
、
内
題
、
奥
書
、
識
語
等
な
し
。

字
高

約
二
六
・
五
㎝

箱
書

印
籠
蓋
桐
箱
の
蓋
中
央
に
「
天
神
絵
巻

室
町
時
代
写
」
と
墨
書
（
森
銑
三
筆
）。

印
記

「
月
明
荘
」

書
写
年
代

〔
室
町
時
代
末
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
三
六
一
）

本
書
は
、
菅
原
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
が
受
難
と
報
復
の
末
に
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
ま
で
を
描
く
天
神
縁
起

の
一
つ
で
、「
天
神
の
本
地
」
と
も
称
さ
れ
る
お
伽
草
子
の
一
本
で
あ
る
。

天
神
縁
起
は
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
頃
に
成
立
し
た
国
宝
『
北
野
天
神
縁
起
』（
承
久
本
、
北
野
天
満
宮
蔵
）

を
嚆
矢
と
し
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
を
通
じ
て
各
地
の
天
神
社
で
盛
ん
に
制
作
・
奉
納
さ
れ
、
我
が
国
の
社
寺
縁
起

を
代
表
す
る
絵
巻
で
あ
る
。
現
存
伝
本
は
六
十
点
を
超
え
、
巻
頭
の
詞
書
か
ら
三
種
に
分
類
さ
れ
る
（
1
）。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
詞
書
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
道
真
の
受
難
と
怨
霊
の
部
分
を
著
し
く
増
補
し
た
、
安
楽
寺
本
系
統
と
呼
ば

れ
る
、
絵
を
伴
わ
な
い
縁
起
の
一
群
が
伝
存
す
る
（
2
）。
そ
れ
ら
安
楽
寺
本
系
統
を
経
て
作
り
出
さ
れ
た
の
が
、
お
伽

草
子
『
天
神
の
本
地
』
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
に
よ
り
そ
の
梗
概
を
示
す
。

延
喜
帝
の
時
代
、
公
卿
の
一
人
で
あ
っ
た
道
真
は
才
学
・
芸
能
に
優
れ
、
帝
の
覚
え
も
め
で
た
い
の
に
対
し
、

時
平
の
大
臣
は
こ
れ
に
劣
っ
て
い
た
。
道
真
を
妬
ん
だ
時
平
は
郎
等
に
命
じ
て
内
裏
に
放
火
さ
せ
、
道
真
の

仕
業
と
讒
言
す
る
。
道
真
は
捕
縛
さ
れ
、
太
宰
府
に
流
さ
れ
る
。
配
所
で
飛
梅
の
奇
跡
に
心
慰
め
ら
れ
る
も

の
の
、
時
平
へ
の
恨
み
は
止
ま
ず
、
諸
神
に
復
讐
を
誓
願
し
て
命
を
終
え
る
。
生
を
か
え
た
菅
丞
相
は
師
で

あ
る
比
叡
山
の
法
性
房
の
も
と
に
現
れ
、
帝
の
使
い
が
三
度
来
る
ま
で
は
祈
禱
に
赴
か
な
い
よ
う
に
願
う
。

現
人
神
と
な
っ
た
菅
丞
相
は
雷
鳴
と
と
も
に
都
を
脅
か
し
、
時
平
を
襲
う
。
法
性
房
が
参
内
し
祈
禱
す
る
と

雷
も
鎮
ま
る
。
や
が
て
天
神
菅
公
を
祀
る
北
野
社
が
創
建
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
天
神
縁
起
に
お
け
る
道
真
の
伝
記
や
北
野
社
の
創
建
、
天
神
の
霊
験
譚
を
省
略
・
簡
略
化
し
、
時
平

の
讒
言
に
よ
る
道
真
の
受
難
と
復
讐
を
中
心
に
物
語
が
展
開
す
る
。
縁
起
と
し
て
の
性
格
は
後
退
し
、
人
間
が
受

難
の
末
に
神
へ
と
転
生
す
る
「
本
地
物
」
に
共
通
す
る
構
想
に
基
づ
い
て
物
語
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
漢
詩
を
省

略
し
て
道
真
仮
託
の
和
歌
を
多
く
記
載
す
る
な
ど
物
語
と
し
て
の
興
趣
を
増
し
て
い
る
。
時
平
が
内
裏
に
放
火
さ

せ
、
道
真
の
仕
業
と
讒
言
す
る
展
開
は
天
神
縁
起
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
お
伽
草
子
諸
本
に
は
共
通
し
て
描
か

れ
て
お
り
、「
天
神
の
本
地
」
の
特
徴
と
言
え
る
。
諸
本
の
多
く
が
冒
頭
内
裏
で
の
火
災
の
様
子
を
描
き
、『
伴
大

納
言
絵
詞
』
の
応
天
門
放
火
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
実
際
に
た
と
え
ば
天
理
図
書
館
蔵
『
天
神
の
ゑ
ん
ぎ
』（
後
述
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①
）
で
は
、
時
平
と
と
も
に
伴
大
納
言
が
登
場
す
る
。
藤
原
氏
と
の
政
争
に
敗
れ
、
無
念
の
死
を
遂
げ
た
点
で
二
人

は
共
通
し
、
伴
大
納
言
も
北
野
社
末
社
に
祀
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
恨
み
を
抱
え
る
天
神
像
を
強
調
す
る
も
の
と
と

ら
え
ら
れ
る
。
当
代
の
天
神
信
仰
を
背
景
に
、
天
神
に
ま
つ
わ
る
俗
伝
承
な
ど
も
採
り
入
れ
て
お
り
、
伝
本
間
で

記
事
の
有
無
も
見
て
と
れ
、
細
か
な
相
違
を
見
せ
る
。

お
伽
草
子
諸
本
に
つ
い
て
は
、
松
本
隆
信
氏
の
先
駆
的
な
調
査
・
分
類
に
基
づ
き
、
山
本
五
月
氏
の
精
力
的
な

調
査
に
よ
り
、
絵
巻
や
奈
良
絵
本
、
絵
入
り
版
本
を
含
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
二
十
点
近
く
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
3
）。

さ
ら
に
村
上
学
氏
や
橋
本
正
俊
氏
に
よ
る
考
察
（
4
）を
踏
ま
え
、
本
書
を
中
心
と
し
た
主
要
な
伝
本
を
大
ま
か
に
系
統

分
け
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
①
天
理
図
書
館
蔵
『
天
神
の
ゑ
ん
ぎ
』
〔
室
町
時
代
末
期
〕
写
。
二
軸
。（
伝
承
文
学
資
料
集
『
神
道
物
語
集
』
一
）

②
押
方
重
信
蔵
『
天
神
の
本
地
』（
仮
題
）

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
写
。
一
軸
。（
神
道
大
系
文
学
編
二
『
中
世

神
道
物
語
』、
国
文
学
研
究
資
料
館
・
マ
イ
ク
ロ
資
料
オ
三
―
一
―
一
）

③
大
阪
天
満
宮
蔵
『
天
神
縁
起
』（
仮
題
）

〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
一
軸
。（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
〇
）

Ｂ
④
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
『
天
神
の
本
地
』
〔
室
町
時
代
後
期
〕
写
。
一
軸
。
有
欠
。（
海
の
見
え
る
杜
美
術

館
館
蔵
選
二
『
物
語
絵
』）

⑤
本
書＝

天
理
図
書
館
蔵
『
天
神
縁
起
絵
巻
』
〔
室
町
時
代
末
期
〕
写
。
一
軸
。（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古

奈
良
絵
本
集
』
一
、『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
〇
）

⑥
彰
考
館
旧
蔵
『
天
神
』

一
軸
。
戦
災
焼
失
。（『
室
町
時
代
物
語
集
』
一
）（
以
下
、
彰
考
館
本
）

⑦
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
か
む
丞
相
』
〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
奈
良
絵
本
（
横
本
）

一
冊
。
尾
欠
。（『
京
都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
一
一
）（
以
下
、
京
大
本
）

⑧
東
京
大
学
図
書
館
蔵
『
天
神
記
』

〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
奈
良
絵
本
（
横
本
）
一
冊
。
下
巻
欠
。（
国
文

学
研
究
資
料
館
・
マ
イ
ク
ロ
資
料
二
―
二
九
―
五
）

⑨
高
安
六
郎
旧
蔵
『
天
神
本
地
』（
仮
題
）

奈
良
絵
本
（
横
本
）
一
冊
。
焼
失
。（『
室
町
時
代
物
語
集
』
一
）

⑩
天
理
図
書
館
蔵
『
天
神
由
来
』
〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
奈
良
絵
本
（
横
本
）
二
冊
。（『
室
町
時
代
物
語
集
』
一
）

Ｃ
⑪
村
口
四
郎
旧
蔵
、
天
理
図
書
館
蔵
『
天
神
縁
起
』（
仮
題
）
〔
室
町
時
代
末
期
〕
写
。
小
一
軸
。
首
欠
。（『
室

町
時
代
物
語
大
成
』
補
遺
二
）

⑫
長
谷
川
巳
之
吉
旧
蔵
『
て
ん
し
ん
』

〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
奈
良
絵
本
（
横
本
）
二
冊
。（『
室
町
時
代
短

篇
集
』、『
室
町
時
代
物
語
集
』
一
）（
以
下
、
長
谷
川
本
）

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
①
か
ら
③
は
安
楽
寺
本
系
統
の
本
文
を
踏
ま
え
た
古
態
を
有
す
る
も
の
で
、
挿
絵
の
位

置
や
構
図
な
ど
近
似
し
て
お
り
、
同
系
統
（
Ａ
）
と
み
な
さ
れ
る
。
本
書
⑤
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
系
統
（
Ｂ
）
で
、

後
述
す
る
よ
う
に
奈
良
絵
本
類
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

本
書
の
特
色
と
し
て
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
諸
本
に
比
し
て
絵
柄
の
説
明
や
人
物
の
台
詞
を
書
き
込
ん
だ
画
中（餓

詞
の
多
い
点
で
あ
る
。
岡
見
正
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
道
真
が
時
平
の
郎
等
に
捕
縛
さ
れ
る
場
面
で
の
「
が

鬼

）

つ
き
め（
逃
）

の
が
す
ま
い
ぞ
」（
一
一
頁
）
な
ど
の
台
詞
に
は
狂
言
の
表
現
と
の
共
通
性
が
見
て
と
れ
る
（
5
）。
ま
た
、
最
後

（
紙
半
銭
）

（

勧

進

）

の
北
野
社
の
境
内
で
は
「
一
し
は
ん
せ
ん
に
よ
ら
ず
く
わ
ん
じ
ん
〳
〵
〳
〵
」（
三
六
頁
）
と
勧
進
杓
を
差
し
出
す

僧
が
描
か
れ
る
な
ど
、
室
町
時
代
の
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た
話
し
言
葉
や
当
時
の
風
俗
を
反
映
し
て
い
る
（
6
）。

さ
ら
に
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
道
真
が
諸
神
に
復
讐
を
誓
う
場
面
の
描
写
が
注
目
さ
れ
る
。
諸
本
の
多
く
は
天

神
縁
起
同
様
、
天
拝
山
に
登
っ
て
祈
誓
し
復
讐
を
誓
願
す
る
の
に
対
し
、
本
書
で
は
、
天
拝
山
に
登
っ
た
と
の
記

述
は
見
え
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
誓
願
後
の
道
真
が
口
に
含
ん
だ
石
榴
を
吐
き
出
し
た
と
こ
ろ
火
炎
と
な
っ
た
と
記

4



す
（
二
四
頁
）。
こ
れ
は
天
神
縁
起
を
含
む
多
く
の
諸
本
で
、
道
真
が
死
後
に
法
性
房
の
前
で
含
ん
だ
石
榴
を
火
炎

と
な
す
、
い
わ
ゆ
る
「
石
榴
天
神
」
の
説
話
で
、
本
書
に
お
い
て
は
法
性
房
と
の
場
面
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も

前
に
道
真
の
誓
願
が
果
た
さ
れ
る
示
現
と
し
て
記
す
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
挿
絵
で
は
壇
上
に
座
し
て
幣
を
持
つ

道
真
の
姿
（
二
五
頁
）
の
み
で
、
石
榴
を
火
炎
と
な
す
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
橋
本
氏
は
本
書
の
他
、
⑦
京
大
本
以
下
の
奈
良
絵
本
類
で
「
石
榴
天
神
」
の
話
が
法
性
房

の
場
面
よ
り
も
前
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
天
神
の
本
地
」
が
描
き
出
す
人
物
像
や
人
物
関
係
の
単
純

化
に
起
因
す
る
も
の
と
考
察
す
る
（
7
）。
す
な
わ
ち
、「
道
真
の
善
と
時
平
の
悪
の
み
を
明
解
に
、
単
純
に
描
こ
う
と
」

す
る
な
か
で
、「
罪
も
な
い
法
性
房
の
前
で
火
炎
を
吐
く
道
真
の
姿
、
つ
ま
り
怒
り
を
露
わ
に
す
る
天
神
像
は
も

は
や
描
き
に
く
く
、
こ
の
よ
う
な
本
文
が
作
成
さ
れ
た
」
と
す
る
。
ま
た
、
本
書
の
挿
絵
に
は
壇
上
で
祈
願
す
る

（

金

札

）

道
真
の
傍
ら
に
一
枚
の
札
が
描
か
れ
て
お
り
、「
あ
ら
ふ
し
ぎ
の
き
ん
さ
つ
や
」（
二
五
頁
）
と
画
中
詞
を
付
す
点
に

つ
い
て
、
本
書
の
本
文
に
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
系
統
を
異
と
す
る
⑫
長
谷
川
本
で
祈
誓
の
際
に
天
か
ら
札
が

下
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
描
い
た
も
の
と
橋
本
氏
は
推
測
す
る
。

な
お
、
本
書
と
同
系
統
の
奈
良
絵
本
類
で
は
、
諸
神
誓
願
の
場
面
に
記
し
な
が
ら
も
、
挿
絵
で
は
法
性
房
の
も

と
で
石
榴
の
火
炎
を
吐
く
道
真
が
描
か
れ
て
お
り
、
本
文
と
齟
齬
す
る
。
橋
本
氏
は
絵
巻
の
本
書
と
⑥
彰
考
館
本

と
で
異
同
が
大
き
い
の
に
対
し
、
⑦
か
ら
⑩
の
奈
良
絵
本
は
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

こ
の
系
統
の
祖
本
と
な
る
石
榴
天
神
を
道
真
祈
願
の
場
面
に
描
く
絵
巻
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
本
書
や
⑥
な
ど

数
種
の
絵
巻
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
絵
巻
を
奈
良
絵
本
に
仕
立
て
、
継
承
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
④
に
挙
げ
た
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
『
天
神
の
本
地
』
で
あ
る
。
④
は
巻
頭
や

後
半
部
分
に
欠
落
が
あ
る
も
の
の
、
室
町
時
代
後
期
の
書
写
と
思
し
い
素
朴
な
筆
致
の
味
わ
い
深
い
古
絵
巻
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
本
書
と
同
様
、「
石
榴
天
神
」
の
話
を
諸
神
誓
願
の
場
面
に
記
し
、
そ
の
う
え
本
文
に
即
し
て
壇
上

で
祈
願
し
石
榴
の
火
炎
を
吐
く
道
真
の
姿
を
描
く
の
で
あ
る
（
参
考
図
版
）。
本
書
を
含
む
Ｂ
系
統
の
祖
本
と
想
定

し
う
る
古
絵
巻
と
し
て
大
い
に
注
意
さ
れ
る
。
諸
本
の
関
係
性
や
流
布
状
況
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

海の見える杜美術館蔵『天神の本地』
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以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
伝
本
の
多
い
な
か
で
本
文
を
完
備
す
る
室
町
期
の
写
本
と
し
て

大
変
貴
重
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
お
け
る
天
神
縁
起
の
展
開
や
当
時
の
風
俗
を
伝
え
る
絵
巻
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

（
恋
田
知
子
）

【

注

】

（
1
）
梅
津
次
郎
「
天
神
縁
起
絵
巻
―
津
田
本
と
光
信
本
」（
『
美
術
研
究
』
一
二
六
、
一
九
四
二
年
）
な
ど
参
照
。
こ
の
ほ

か
近
年
で
は
、
須
賀
み
ほ
『
天
神
縁
起
の
系
譜
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
り
、
絵
の
様
式
に
よ

る
分
類
も
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
天
神
縁
起
の
展
開
に
つ
い
て
も
研
究
が
進

展
し
て
い
る
。
岡
本
麻
美
「
天
神
縁
起
の
展
開
と
更
新
―
松
崎
天
神
縁
起
の
事
例
か
ら
―
」（
徳
田
和
夫
編
『
中
世
の

寺
社
縁
起
と
参
詣
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
村
上
学
「「
天
神
御
本
地
」
考
」（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
三
、
一
九
五
九
年
）、
荒
木
良
雄
「「
北
野
天
神
縁

起
絵
巻
」
か
ら
「
て
ん
じ
ん
」
ま
で
」（『
中
世
文
学
の
形
象
と
精
神
』
昭
森
社
、
一
九
六
七
年
）、
福
田
晃
「
天
神
縁

起
と
天
神
伝
説
」（『
神
話
の
中
世
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
参
照
。
天
神
縁
起
の
甲
・
乙
・
丙
の
三
分
類

と
は
別
系
統
と
し
て
丁
類
と
も
分
類
さ
れ
る
。

（
3
）
松
本
隆
信
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三
省

堂
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。
お
伽
草
子
『
天
神
の
本
地
』
を
含
む
天
神
縁
起
の
総
合
的
な
研
究
と
し
て
、
山
本
五
月

『
天
神
の
物
語
・
和
歌
・
絵
画
―
中
世
の
道
真
像
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

（
4
）
村
上
学
「
お
伽
草
子
『
天
神
本
地
』
ノ
ー
ト
（
一
）・（
二
）」（『
名
古
屋
大
学
国
語
学
国
文
学
』
一
八
・
二
一
、
一

九
六
六
・
一
九
六
七
年
）
な
ど
参
照
。
橋
本
正
俊
氏
「「
天
神
の
本
地
」
絵
注
」（『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
』
三
、
二

〇
〇
五
年
）、
お
よ
び
同
氏
に
よ
る
「『
か
む
丞
相
』
解
題
」（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
京
都
大

学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
一
一
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
5
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古
奈
良
絵
本
集
』
一
（
八
木
書
店
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。
狂
言
「
昆
布
売
」
や
「
武
悪
」

の
詞
章
と
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
6
）
前
掲
注
（
5
）
の
解
説
の
ほ
か
、
徳
田
和
夫
「
室
町
期
の
参
詣
風
景
―
特
に
北
野
社
を
め
ぐ
っ
て
（
報
告
資
料
稿
）

―
」（『
巡
礼
記
研
究
』
四
、
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
、『
天
神
の
本
地
』
末
尾
絵
の
社
頭
風
景
お
よ
び
画
中
詞
を
掲

出
し
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
本
に
も
言
及
す
る
。

（
7
）
前
掲
注
（
4
）
橋
本
氏
論
考
に
よ
る
。

【
附

記
】

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
図
版
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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八
幡
大
菩
薩
御
縁
起

装
訂

巻
子
装

上
下
二
軸

表
紙

紺
地
に
銀
泥
の
霞
を
引
き
、
金
切
箔
を
散
ら
す
（
後
補
）。

料
紙

鳥
の
子
紙

法
量

表
紙
は
縦
三
〇
・
六
㎝
×
横
二
二
・
〇
㎝
。
本
紙
上
巻
は
縦
三
〇
・
六
㎝
。
全
長
一
一
ⅿ
一
八
・
五
㎝
。

二
十
三
紙
。
本
紙
下
巻
は
縦
三
〇
・
六
㎝
。
全
長
一
一
ⅿ
六
九
・
九
㎝
。
二
十
四
紙
。
一
紙
の
寸
法
は
四
九

㎝
前
後
。

外
題

左
肩
に
貼
題
簽
「
八
幡
縁
起
」
と
墨
書
（
後
補
）。

内
題

「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」（
上
巻
）

尾
題

「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」（
下
巻
）

字
高

天
地
に
高
さ
二
六
・
〇
㎝
の
界
線
を
引
く
。

詞
書

上
巻
七
段
、
下
巻
五
段
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。

挿
絵

上
巻
七
図
、
下
巻
四
図
。
濃
彩
。

本
奥
書

「
�
享
禄
第
四
暦
歳
次

辛
卯
林
鐘
中
澣
／
大
和
州
添
上
郡
御
陵
／
金
剛
佛
子
良
尊
敬白
」

印
記

「
中
坊
家
蔵
之
印
」「
寶
玲
文
庫
」

書
写
年
代

〔
江
戸
時
代
中
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
三
八
一
）

本
書
は
、
神
功
皇
后
と
住
吉
明
神
に
よ
る
三
韓
征
伐
、
お
よ
び
御
子
で
あ
る
応
神
天
皇
が
八
幡
大
菩
薩
と
し
て

現
れ
、
各
地
に
祀
ら
れ
る
経
緯
ま
で
を
描
い
た
縁
起
絵
巻
で
あ
る
。

八
幡
縁
起
は
、
古
代
・
中
世
の
八
幡
信
仰
を
背
景
に
成
立
し
、
そ
の
隆
盛
に
と
も
な
い
数
多
く
の
絵
巻
が
制

作
・
享
受
さ
れ
た
。
北
野
天
神
縁
起
と
並
び
、
社
寺
縁
起
を
代
表
す
る
絵
巻
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
現
在
の
と
こ

ろ
五
十
種
あ
ま
り
の
伝
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
詞
章
と
絵
の
内
容
か
ら
二
種
類
の
系
統
に
大
別
さ
れ
る
（
1
）。
諸

本
に
お
け
る
本
書
の
位
置
を
示
す
た
め
、
以
下
に
室
町
時
代
以
前
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
主
要
伝
本
を
掲

出
す
る
。

【
甲
類
】

・
出
光
美
術
館

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
奥
書
。
二
軸
。（
出
光
美
術
館
『
館
蔵
名
品
選
』
二
、
一
九
九
一
年
）。（
以

下
、
出
光
本
）

・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
奥
書
。
一
軸
（
有
欠
）。（『
新
修
日
本
絵
巻
物

全
集
』
別
巻
二
、
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）。（
以
下
、
ア
ジ
ア
本
）

と
も
ぶ
ち

・
鞆
淵
八
幡
神
社
（
和
歌
山
）

〔
鎌
倉
時
代
後
期
〕
写
。
一
軸
（
首
欠
）。
白
描
。（
亀
田
孜
「
鞆
淵
八
幡
社
の
白
描

縁
起
」『
仏
教
説
話
絵
の
研
究
』
東
京
美
術
、
一
九
七
九
年
）

・
逸
翁
美
術
館

〔
室
町
時
代
前
期
〕
写
。
二
軸
。
伝
土
佐
隆
親
筆
。（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
マ
イ
ク
ロ
資
料
二
〇

二
―
七
―
一
）。（
以
下
、
逸
翁
本
）

・
赤
木
文
庫
旧
蔵
『
衣
奈
八
幡
宮
縁
起
』（
仮
題
）

応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
奥
書
。
二
軸
。（
横
山
重
『
神
道
物
語

集
』
古
典
文
庫
、
一
九
六
一
年
）

・
国
文
学
研
究
資
料
館

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
奥
書
。
一
軸
（
有
欠
）。（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
新
日
本
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・D

O
I10.20730/200003082

）
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・
恒
石
八
幡
宮
（
山
口
）

文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
奥
書
。
二
軸
。
角
筆
下
絵
。（
小
林
芳
規
「
資
料
解
説

角
筆
下

絵

八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
（
山
口
県
宇
部
市
厚
東

恒
石
八
幡
宮
蔵
）」『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
二
二
、
一
九
九
四
年
）

・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
（
浜
天
神
宮
旧
蔵
）

大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
奥
書
。
一
軸
。（
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
館

蔵
選
二
『
物
語
絵
』、
二
〇
〇
六
年
）

な

た
ぐ
う

・
八
幡
奈
多
宮
（
大
分
）

応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
本
奥
書
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
書
写
奥
書
。
二
軸
。

（『
宇
佐
・
国
東
半
島
を
中
心
と
す
る
文
化
財
』
文
化
庁
、
一
九
六
九
年
）

み
つ
き

・
御
調
八
幡
宮
（
広
島
）

伝
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）。
二
軸
。
角
筆
下
絵
。（
小
林
芳
規
「
備
後
国
御
調
八
幡
宮
蔵

本
角
筆
下
絵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」
古
典
研
究
会
編
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）

【
乙
類
】

・
宇
佐
八
幡
宮
旧
蔵
（
大
分
）

永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
足
利
義
教
奉
納
。
二
軸
。
江
戸
時
代
に
消
失
。

・
石
清
水
八
幡
宮
（
京
都
）

永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
足
利
義
教
奉
納
。
二
軸
。
昭
和
二
十
二
年
焼
失
。

こ
ん
だ

・
誉
田
八
幡
宮
（
大
阪
）『
神
功
皇
后
縁
起
』

永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
足
利
義
教
奉
納
。
二
軸
。（
羽
曳
野
市
文
化

財
編
『
絵
巻
物
集
』、
一
九
九
一
年
）。（
以
下
、
誉
田
本
）

・
東
大
寺
（
奈
良
）『
八
幡
縁
起
』

天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
祐
全
奉
納
。
二
軸
。
公
順
筆
、
宗
軒
画
。
奥
書
、
三

条
西
実
隆
筆
。（
奈
良
国
立
博
物
館
監
修
『
社
寺
縁
起
絵
』
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）

ゆ
す
は
ら

・
柞
原
八
幡
宮
（
大
分
）『
由
原
八
幡
宮
縁
起
』

〔
室
町
時
代
後
期
〕
写
。
二
軸
。
伝
土
佐
光
茂
画
、
尊
鎮
親
王

筆
。（
渡
辺
文
雄
「
伝
土
佐
光
茂
筆
大
分
由
原
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
」『
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗

資
料
館
研
究
紀
要
』
二
、
一
九
八
五
年
）

八
幡
縁
起
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
宮
次
男
氏
に
よ
り
、
先
行
す
る
甲
類
本
に
基
づ
い
て
乙
類
本
が
再
編
成
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
、
乙
類
本
の
成
立
に
際
し
て
は
、
八
幡
神
の
霊
験
や
神
徳
を
説
い
た
寺
社
縁
起
『
八
幡
愚
童
訓
』

（
甲
本
）
の
影
響
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
冒
頭
に
、『
八
幡
愚
童
訓
』
や
そ
の
影
響
下
に
な
っ
た

乙
類
本
に
見
ら
れ
る
、
新
羅
か
ら
の
「
塵
輪
（
八
頭
の
鬼
神
）」
の
襲
来
を
記
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
甲
類
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
甲
類
本
が
概
ね
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
書
と
逸
翁
本
は
平
仮
名
交
じ

り
で
記
さ
れ
、
絵
に
も
同
様
の
共
通
性
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
両
本
は
甲
類
の
中
で
も
さ
ら
に
同
系
統
の
伝
本
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
書
の
絵
に
即
し
て
梗
概
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
巻
第
一
段

神
功
皇
后
、
仲
哀
天
皇
の
遺
勅
で
三
韓
に
出
兵
、
老
翁
姿
の
住
吉
明
神
も
随
従
を
申
し
出
る
。

第
二
段

住
吉
明
神
、
海
中
か
ら
出
現
し
た
牛
と
対
峙
す
る
。
備
前
の
牛
窓
伝
説
。

第
三
段

住
吉
明
神
、
芦
屋
の
浜
で
岩
を
射
貫
く
。

第
四
段

住
吉
明
神
、
香
椎
の
浜
の
舞
台
で
「
せ
い
な
う
」
を
舞
い
、
海
底
か
ら
磯
童
を
呼
び
寄
せ
る
。

第
五
段

神
功
皇
后
、
竜
宮
か
ら
磯
童
が
持
参
し
た
旱
満
二
珠
を
用
い
て
新
羅
軍
を
全
滅
さ
せ
る
。

第
六
段

神
功
皇
后
、
新
羅
王
の
前
で
岩
に
弓
で
戦
勝
の
碑
文
を
書
く
。

第
七
段

神
功
皇
后
、
筑
前
国
の
鵜
羽
根
葺
の
産
屋
で
応
神
天
皇
を
出
産
。
公
家
一
人
が
礼
拝
す
る
。

下
巻
第
一
段

応
神
天
皇
崩
御
。
鷹
と
な
っ
て
現
れ
、
し
る
し
の
松
に
紅
白
の
八
幡
が
天
降
り
、
僧
が
礼
拝
す
る
。

第
二
段

宇
佐
の
蓮
台
寺
山
の
鍛
冶
と
な
っ
た
後
、
三
歳
の
小
児
の
姿
で
竹
葉
の
上
に
現
れ
、
誉
田
天
皇
で

あ
る
と
名
乗
る
。

第
三
段

和
気
清
麻
呂
、
称
徳
天
皇
の
怒
り
で
両
足
を
切
ら
れ
、
鹿
に
乗
っ
て
宇
佐
八
幡
宮
に
参
詣
す
る
。

第
四
段

行
教
上
人
、
宇
佐
か
ら
石
清
水
に
八
幡
大
菩
薩
を
勧
請
す
る
。
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前
述
の
「
塵
輪
」
襲
来
、
お
よ
び
後
世
増
補
さ
れ
る
諸
所
の
八
幡
宮
の
利
生
譚
を
除
き
、
物
語
の
構
成
や
描
く

場
面
に
お
い
て
、
諸
本
間
で
の
著
し
い
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
宮
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
各
場

面
で
描
か
れ
る
内
容
は
所
々
相
違
し
、
そ
の
相
違
点
か
ら
も
甲
乙
の
各
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
な

か
で
他
の
甲
類
本
と
は
異
な
り
、
本
書
と
逸
翁
本
の
み
に
共
通
す
る
特
徴
的
な
相
違
点
と
し
て
、
上
巻
第
四
段
の

磯
童
出
現
の
場
面
が
注
目
さ
れ
る
。

上
巻
第
四
段
は
、
竜
宮
の
旱
満
二
珠
を
借
り
出
そ
う
と
、
住
吉
明
神
が
舞
に
よ
っ
て
海
中
の
案
内
者
で
あ
る
磯

童
を
呼
び
寄
せ
る
場
面
で
、
甲
類
本
の
多
く
は
本
文
に
即
し
、
竜
頭
の
船
に
二
珠
の
付
い
た
枝
を
捧
げ
る
唐
装
の

磯
童
を
描
く
（
図
版
1
）。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
と
逸
翁
本
で
竜
頭
の
船
に
乗
る
の
は
笏
を
構
え
た
唐
装
の
女
性

で
、
続
い
て
海
中
か
ら
二
珠
を
盆
に
載
せ
た
磯
童
と
思
し
き
唐
装
の
童
が
現
れ
る
の
で
あ
り
、
本
文
に
は
な
い
女

性
を
描
き
込
む
（
五
四
・
五
五
頁
）。
一
方
、
乙
類
本
の
同
場
面
で
は
、
亀
に
乗
っ
て
顔
を
布
で
覆
い
、
首
に
鼓
を
か

け
て
踊
り
な
が
ら
出
現
す
る
磯
童
を
描
き
、
甲
類
本
と
の
相
違
を
見
せ
る
。
磯
童
は
海
中
に
長
く
居
る
こ
と
か
ら

「
か
き
び
し
」
が
顔
に
取
り
付
き
、
見
苦
し
い
の
で
顔
を
覆
っ
た
と
す
る
本
文
に
即
し
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

乙
類
本
の
本
文
で
は
、
竜
宮
か
ら
首
尾
良
く
二
珠
を
借
り
出
す
た
め
、
磯
童
に
皇
后
の
妹
豊
姫
を
供
奉
者
と
し
て

使
わ
せ
た
と
続
く
。
宮
氏
は
こ
の
乙
類
本
の
み
に
見
え
る
豊
姫
の
竜
宮
行
の
記
事
に
着
目
し
、
本
書
と
逸
翁
本
で

の
船
上
の
女
性
を
豊
姫
と
と
ら
え
る
。
宮
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
両
本
は
甲
類
で
あ
り
な
が
ら
も
乙
類
の
特
質
を

部
分
的
に
共
有
し
て
お
り
、
甲
類
か
ら
乙
類
に
移
行
す
る
過
程
の
絵
巻
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
天
理
図
書
館
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
書
写
と
思
し
い
奈
良
絵
本
『
八
幡
の
本
地
』
が
二
点
所
蔵
さ
れ
、

い
ず
れ
も
乙
類
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
一
本
に
は
、
覆
面
の
磯
童
が
海
中
か
ら
出
現
す
る
場
面
（
図
版
2
）

に
続
き
、
磯
童
よ
り
二
珠
を
賜
る
船
上
の
豊
姫
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
版
3
）。
江
戸
時
代
以
降
の
乙
類
本
で
は
本

文
に
即
し
て
船
上
の
豊
姫
を
描
く
伝
本
も
知
ら
れ
る
が
、
図
版
3
は
そ
れ
と
も
異
な
る
図
様
で
注
意
さ
れ
る
。

図版1 国文学研究資料館蔵『八幡大菩薩御縁起』
船上の磯童
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翻
っ
て
現
存
諸
本
を
概
観
す
る
と
、
本
作
品
が
防
長
を
中
心
に
瀬
戸
内
海
周
辺
の
八
幡
宮
に
多
数
伝
存
し
て
お

り
（
2
）、
八
幡
信
仰
の
宣
布
と
と
も
に
各
地
で
制
作
・
奉
納
さ
れ
て
き
た
様
子
が
窺
い
知
れ
る
。
諸
本
間
で
の
構
成
・

構
図
の
類
似
か
ら
繰
り
返
し
転
写
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
祖
本
に
つ
い
て
は
明

ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
か
つ
て
年
紀
の
あ
る
も
の
で
は
最
古
写
本
と
さ
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
本
を
遡
る
、
元
亨
二

年
（
一
三
二
二
）
の
奥
書
を
有
す
る
出
光
本
も
紹
介
さ
れ
た
が
（
3
）、
そ
の
奥
書
か
ら
は
転
写
さ
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ

り
、
更
な
る
考
察
が
俟
た
れ
る
。
一
方
、
乙
類
で
は
と
く
に
永
享
五
年
に
足
利
義
教
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
誉
田

本
に
つ
い
て
、
同
時
に
奉
納
さ
れ
た
『
誉
田
宗
庿
縁
起
』
と
と
も
に
本
格
的
な
研
究
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
4
）。
さ
ら

に
、
江
戸
時
代
以
降
書
写
さ
れ
た
も
の
に
は
、
甲
乙
両
系
統
の
要
素
を
持
つ
伝
本
も
見
い
だ
さ
れ
て
お
り
（
5
）、
両
系

統
の
関
係
性
や
流
布
の
状
況
な
ど
を
含
め
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
末
尾
の
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
を
書
写
奥
書
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
原
本

確
認
の
う
え
検
討
し
た
結
果
、
詞
書
や
絵
の
筆
致
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
中
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
（
6
）。
書
写
年
代

は
下
る
も
の
の
、
他
本
と
は
異
な
る
逸
翁
本
と
の
共
通
性
や
大
和
の
「
良
尊
」
な
る
者
の
書
写
を
伝
え
る
本
奥
書

を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、
重
要
な
一
本
と
い
え
よ
う
。

（
恋
田
知
子
）

図版2 天理図書館蔵『八まんの本地』
海中より出現する磯童

図版3 天理図書館蔵『八まんの本地』
磯童より二珠を賜る船上の豊姫
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【

注

】

（
1
）
松
本
隆
信
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三
省

堂
、
一
九
八
二
年
）、
宮
次
男
「
八
幡
大
菩
薩
縁
起
絵
巻
と
八
幡
宮
縁
起
」
上
・
中
・
下
、
附
載
一
・
二
（『
美
術
研

究
』
三
三
三
・
三
三
五
・
三
三
六
・
三
三
九
・
三
四
〇
、
一
九
八
五
〜
七
年
）
の
先
駆
的
な
伝
本
研
究
に
加
え
、
近
年

で
は
、
田
中
水
萌
「
八
幡
縁
起
絵
巻
諸
本
の
所
在
と
そ
の
相
違
点
」（『
美
術
史
論
集
』
一
五
、
二
〇
一
五
年
）
に
伝
本

の
所
在
と
最
新
の
研
究
成
果
が
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
渡
邊
雄
二
「「
う
つ
す
」
こ
と
に
よ
る
生
成
―
山
口
県
地
方
の
八
幡
縁
起
絵
―
」（『
九
州
産
業
大
学
芸
術
学
会
研
究

報
告
』
四
六
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。
黒
田
彰
・
坪
井
直
子
・
筒
井
大
祐
「
東
原
本
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
（
上
巻
）
影

印
・
翻
刻
」（『
京
都
語
文
』
一
七
、
二
〇
一
〇
年
）、
木
村
朗
子
「
魚
吹
八
幡
神
社
蔵
「
八
幡
縁
起
」
影
印
・
翻
刻
」

（『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
四
五
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
、
瀬
戸
内
海
周
辺
に
伝
わ
る
両
系
統
の
伝
本
が
次
々
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
3
）
メ
ラ
ニ
ー
・
ト
レ
ー
デ
「
永
享
五
年
八
幡
縁
起
絵
巻
の
生
涯
と
そ
の
余
生
」（
佐
野
み
ど
り
・
新
川
哲
雄
・
藤
原
重

雄
編
『
中
世
絵
画
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
青
�
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
4
）
相
澤
正
彦
「『
誉
田
宗
庿
縁
起
』
の
絵
師
と
そ
の
画
風
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
二
七
、
一
九
九
五
年
）、
松
原
茂

「
基
準
作
と
し
て
の
『
誉
田
宗
庿
縁
起
』」（『
続
々
日
本
絵
巻
大
成
』
七
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）、
髙
岸
輝

『
室
町
絵
巻
の
魔
力

再
生
と
創
造
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
参
照
。

（
5
）
黒
田
彰
・
筒
井
大
祐
「
藤
崎
八
幡
宮
加
藤
家
奉
納
本
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起

上
巻
―
影
印
・
翻
刻
―
」（『
京
都
語

文
』
二
五
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
6
）
な
お
、
本
書
と
同
系
統
の
本
文
と
さ
れ
る
冊
子
本
に
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』（〔
室
町
時
代

後
期
〕
写
）
が
あ
る
。
石
川
透
「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
翻
刻
・
解
題
」（『
三
田
国
文
』
三
三
、

二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
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鼠
の
草
子
絵
巻

装
訂

巻
子
装

一
軸

表
紙

改
装
後
補
の
菱
花
繋
模
様
丹
行
成
表
紙
。

料
紙

楮
紙
。
裏
打
を
施
す
。

法
量

表
紙
は
縦
三
二
・
七
㎝
×
横
二
二
・
〇
㎝
。
本
紙
は
縦
三
〇
・
〇
㎝
。
全
長
一
二
ⅿ
八
一
・
九
㎝
。
一
紙

寸
法
は
約
四
三
・
二
㎝
前
後
で
あ
る
が
、
一
部
の
料
紙
は
前
後
破
損
の
た
め
不
明
。

外
題
等

題
簽
、
外
題
、
内
題
、
奥
書
、
識
語
等
は
な
い
。

字
高

約
二
八
・
五
㎝

箱
書

赤
春
慶
塗
印
籠
蓋
桐
箱
の
蓋
中
央
に
「
紫
影
本

鼠
乃
草
子
」
と
墨
書
。
蓋
裏
に
「
於
京
都
山
川
頌
美
堂
加
修

補
�
／
昭
和
卅
三
年
十
二
月
十
六
日
／
天
理
圖
書
館
」
と
記
し
た
紙
箋
を
貼
付
。

印
記

「
わ
た
や
の
ほ
ん
」

書
写
年
代

〔
室
町
時
代
後
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
一
三
五
）

鼠
の
婚
姻
譚
を
題
材
と
す
る
主
な
室
町
物
語
は
三
種
あ
る
。
第
一
は
鼠
の
権
頭
と
人
間
の
姫
君
と
の
異
類
婚
姻

譚
『
鼠
の
草
子
』
で
、
本
書
は
こ
れ
に
相
当
し
、
か
つ
て
「
鼠
の
権
頭
」
の
仮
題
で
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
（
古
典
文

庫
『
室
町
時
代
物
語
』
三
、
一
九
五
七
年
。
同
書
解
説
に
よ
れ
ば
本
書
は
藤
井
乙
男
旧
蔵
。
昭
和
十
三
年
﹇
一
九
三
八
﹈
に

裏
打
補
修
を
施
し
、
寛
永
三
年
﹇
一
六
二
六
﹈
版
『
東
鑑
』
か
ら
表
紙
を
後
補
）。
第
二
は
東
寺
の
塔
に
住
む
白
鼠
が
主

人
公
の
祝
儀
物
『
弥
兵
衛
鼠
』
で
あ
る
。
第
三
は
心
細
い
境
遇
の
女
と
鼠
の
悲
恋
譚
『
鼠
の
草
子
』
で
、
土
佐
光

信
筆
と
伝
え
る
絵
巻
な
ど
が
伝
存
す
る
（
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
寄
託
）。
第
一
と
第
二
は
婚
礼
行
列
や
祝
膳
を
整
え
る

台
所
風
景
、
鼠
の
出
産
、
画
中
詞
や
擬
人
名
な
ど
、
共
通
す
る
要
素
は
少
な
く
な
い
。

第
一
の
『
鼠
の
草
子
』
諸
本
の
う
ち
、
本
書
は
室
町
時
代
後
期
に
成
っ
た
最
古
の
伝
本
で
あ
る
。
次
い
で
サ
ン

ト
リ
ー
美
術
館
本
が
古
く
、
室
町
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
伝
本
と
推
測
さ
れ
、
江
戸
時
代
前
期
頃
の
作
例

も
複
数
伝
わ
る
（
1
）。
以
下
、
主
要
伝
本
を
物
語
内
容
か
ら
二
系
統
に
大
別
し
て
示
す
（
括
弧
内
は
収
録
刊
行
書
）。

第
一
系
統

（
一
）
本
書＝

天
理
図
書
館
本
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』

一
軸

（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古
奈
良
絵
本
集
』
一
、
八

木
書
店
、
一
九
七
二
年
。
古
典
文
庫
『
室
町
時
代
物
語
』
三
。『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
〇
、
角
川
書
店
、
一
九

八
二
年
）

（
二
）
天
理
図
書
館
本
『
鼠
の
草
子
絵
巻
別
本
』

一
軸

（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古
奈
良
絵
本
集
』
一
。
古
典

文
庫
『
室
町
時
代
物
語
』
三
、
解
題
）

第
二
系
統

（
三
）
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本

五
軸
（
日
本
古
典
文
学
全
集
『
御
伽
草
子
集
』
小
学
館
、
一
九
七
四
年
初
版
。
吉
行

淳
之
介
『
お
伽
草
子

鼠
の
草
子
』
集
英
社
、
一
九
八
二
年
。『
鼠
草
子
絵
本
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）

（
四
）
東
京
国
立
博
物
館
本

一
軸
（
岡
見
正
雄
「
鼠
草
子
（
御
伽
草
子
複
刻
集
一
）」『
女
子
大
国
文
』
五
・
六
、
一

九
五
七
年
三
・
六
月
。『
御
伽
草
子
絵
巻
』
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
。『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
〇
）

（
五
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

三
軸

（『
在
外
奈
良
絵
本
』
角
川
書
店
、
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一
九
八
一
年
）

（
六
）
篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
本

一
軸

（
愛
原
豊
『
絵
巻
の
文
字
が
す
べ
て
読
め
る

篠
山
本
鼠
草
紙
』
三
弥
井

書
店
、
二
〇
一
〇
年
）

こ
の
ほ
か
に
も
残
闕
本
が
知
ら
れ
、
桜
井
健
太
郎
本
は
画
中
詞
の
み
に
よ
っ
て
台
所
の
風
景
や
権
頭
の
入
浴
、

鼠
の
出
産
場
面
を
綴
っ
て
お
り
、
第
一
系
統
に
類
す
る
。
ま
た
、
第
二
系
統
は
詞
書
や
挿
絵
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
絵
草
子
屋
で
商
品
的
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
（
岡
見
正
雄
解
題
、
天
理
図
書
館
善
本

叢
書
『
古
奈
良
絵
本
集
』
一
）
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
「
鼠
の
草
子
絵
巻
断
簡
」
な
ど
も
同
系
統
で
あ
り
、
第

二
系
統
の
伝
本
が
商
業
的
に
複
数
制
作
さ
れ
た
一
証
左
と
い
え
よ
う
。
鼠
同
士
の
婚
礼
を
描
く
甲
子
園
学
院
本
や
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
付
属
美
術
館
の
白
描
絵
巻
は
本
書
と
異
な
る
物
語
で
あ
る
が
、
前
者
は
擬
人
名
や
道
具
類
の
表

現
、
後
者
は
作
中
の
和
歌
、
鼠
の
発
心
な
ど
に
本
書
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
（
2
）。

本
書
は
冒
頭
を
欠
き
、
姫
君
が
清
水
観
音
の
お
告
げ
を
蒙
る
「
ば
う
の
ま
く
ら
か
み
に
た
ち
よ
ら
せ
た
ま
ひ

て
」
か
ら
始
ま
る
。
以
下
、
梗
概
と
、『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
に
よ
り
挿
絵
の
数
を
示
す
。

都
四
条
に
住
む
鼠
の
権
頭
は
九
条
に
住
む
姫
君
を
見
初
め
、
清
水
観
音
に
恋
の
成
就
を
祈
る
。
姫
君
も
良
縁
を

求
め
て
清
水
に
参
籠
し
、
示
現
を
得
る
。
権
頭
は
観
音
の
霊
夢
に
任
せ
て
恋
文
を
送
り
（
挿
絵
第
一
図
）、
医
者
の

桁
走
り
の
六
郎
に
恋
の
病
を
看
破
さ
れ
て
恥
じ
入
る
（
挿
絵
第
二
図
）。
や
が
て
姫
君
は
靡
き
、
観
音
の
示
現
ど
お

り
、
夏
の
末
に
は
輿
入
れ
し
た
（
挿
絵
第
三
図
）。
御
前
迎
い
の
鼠
た
ち
は
提
灯
を
手
に
作
法
を
誤
る
ま
い
と
緊
張

の
体
、
豪
華
な
食
材
を
揃
え
、
大
童
の
台
所
で
は
包
丁
の
名
人
が
腕
を
振
る
い
、
賑
や
か
な
会
話
は
途
絶
え
る
気

配
も
な
い
。
室
町
将
軍
の
御
成
を
凌
駕
す
る
祝
宴
に
、
芸
能
の
達
者
た
ち
も
馳
せ
参
じ
た
。

や
が
て
権
頭
は
あ
る
方
へ
振
る
舞
い
に
参
る
か
ら
と
、「
こ
の
さ
う
し
御
ら
ん
候
て
御
な
ぐ
さ
み
候
べ
く
候
」
と

言
い
置
い
て
外
出
し
た
。
姫
君
と
冷
泉
の
尼
は
彼
の
正
体
に
気
づ
い
て
罠
を
仕
掛
け
、
権
頭
が
そ
れ
に
か
か
っ
た

隙
に
、
乳
母
の
あ
や
め
と
と
も
に
屋
敷
か
ら
逃
げ
た
。
権
頭
は
穴
脇
の
安
倍
の
や
す
も
と
に
行
方
を
占
わ
せ
る
が

（
挿
絵
第
四
図
）、
逆
に
出
家
を
勧
め
ら
れ
（
挿
絵
第
五
図
）、
梓
巫
女
に
口
寄
せ
を
依
頼
す
る
が
（
挿
絵
第
六
図
）、

結
局
、
姫
君
に
拒
絶
さ
れ
る
。
権
頭
は
姫
君
の
道
具
類
を
歌
に
詠
み
、
涙
に
く
れ
た
（
挿
絵
第
七
図
）。
つ
い
に
権

頭
は
無
猫
山
鼠
昌
寺
で
出
家
し
て
「
そ
ほ
ん
」
と
号
し
、
桁
走
り
の
小
六
も
「
そ
が
く
」
と
い
う
名
を
与
え
ら
れ

た
（
挿
絵
第
八
図
）。
彼
ら
は
諸
国
修
行
に
出
立
し
、
山
道
で
猫
坊
主
に
遭
遇
す
る
（
挿
絵
第
九
図
）。
し
か
し
、
猫

は
自
ら
も
出
家
の
身
で
あ
る
か
ら
と
鼠
た
ち
を
害
せ
ず
、
権
頭
一
行
は
修
行
の
旅
を
続
け
（
挿
絵
第
十
図
）、
鼠
導

山
熊
栖
寺
に
落
ち
着
き
、
菩
提
を
願
い
な
が
ら
余
生
を
送
っ
た
と
い
う
（
挿
絵
第
十
一
図
）。

『
鼠
の
草
子
』
は
室
町
時
代
末
の
風
俗
や
食
文
化
の
好
資
料
と
し
て
夙
に
関
心
を
集
め
、
画
中
詞
の
面
白
さ
も

相
俟
っ
て
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。「
大
草
様
」
な
ど
室
町
時
代
の
包
丁
の
流
派
名
か
ら
は
本
書
の
古
さ
が
指
摘

さ
れ
、
鼠
の
歌
う
室
町
小
歌
や
、
茶
の
宗
匠
の
名
も
注
目
さ
れ
た
。
主
に
第
二
系
統
の
諸
本
で
は
下
級
の
鼠
が
東

国
方
言
を
使
い
、
作
中
和
歌
に
は
中
世
類
題
集
の
歌
題
や
『
源
氏
物
語
』
梗
概
書
、
源
氏
寄
合
が
巧
み
に
活
用
さ

れ
て
い
る
（
3
）。
室
町
期
の
上
流
武
家
社
会
に
お
け
る
饗
宴
文
化
の
反
映
も
看
取
さ
れ
た
（
4
）。
権
頭
の
入
浴
も
、
邸
内
に

井
戸
を
有
し
、
水
や
薪
を
惜
し
み
な
く
使
う
財
力
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
入
浴
は
寺
院
文
化
を
礎
に
発
展
し
、
中

近
世
に
は
饗
応
や
茶
会
と
も
結
び
つ
い
て
贅
を
尽
く
し
た
交
歓
の
場
を
演
出
し
た
。
な
お
、
本
書
で
湯
を
運
ぶ
鼠

の
名
が
「
せ
ん
じ
ゆ
」
と
あ
っ
て
墨
染
衣
に
見
え
る
の
は
、『
平
家
物
語
』
で
有
名
な
千
手
の
前
の
逸
話
を
踏
ま
え

た
趣
向
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
第
二
系
統
で
は
入
浴
す
る
の
は
姫
君
で
、
楊
貴
妃
に
喩
え
て
そ
の
美
し
さ
が
強
調
さ

れ
て
お
り
、
入
浴
場
面
の
意
味
合
い
が
両
系
統
で
異
な
る
。
ま
た
、
出
家
後
の
権
頭
が
高
野
山
を
目
指
す
か
否
か

も
大
き
な
相
違
で
あ
る
。

と
り
わ
け
注
意
さ
れ
る
の
は
、
姫
君
を
め
ぐ
る
設
定
で
あ
る
。
第
二
系
統
で
は
姫
君
は
五
条
油
小
路
の
大
店
の
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一
人
娘
と
し
て
傅
か
れ
、
清
水
寺
へ
は
多
く
の
侍
女
を
伴
い
、
都
人
と
再
婚
し
た
。
し
か
し
、
本
書
の
姫
君
は
九

条
に
住
み
、
文
使
い
の
小
六
が
訪
れ
る
と
、
暮
れ
方
に
は
「
人
お
と
も
せ
ず
、
お
く
の
て
い
、
さ
び
し
げ
に
ぞ
見

へ
た
ま
ふ
。
ま
ど
よ
り
見
れ
ば
、
と
も
し
び
ほ
そ
〴
〵
と
か
き
た
て
、
に
よ
う
ば
う
ば
か
り
ほ
の
見
へ
て
ぞ
お
は

し
ま
す
」。
繁
華
な
五
条
油
小
路
の
大
店
と
か
け
離
れ
た
境
遇
は
、
む
し
ろ
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
『
化
物
草
子
』

の
一
節
「
九
条
わ
た
り
に
あ
れ
た
る
家
に
か
す
か
に
て
す
む
女
あ
り
け
り
」
な
ど
を
彷
彿
さ
せ
よ
う
。

頼
る
夫
の
な
い
女
と
男
に
変
じ
た
異
類
と
の
婚
姻
譚
は
、
室
町
物
語
に
散
見
す
る
。
山
里
に
ひ
と
り
住
む
女
は

案
山
子
と
契
り
（『
化
物
草
子
』）、
心
細
い
身
の
女
に
雁
が
通
う
（
慶
長
七
年
﹇
一
六
〇
二
﹈
写
『
雁
の
草
子
』）。
春
、

再
会
を
約
し
て
越
路
へ
赴
い
た
雁
は
狩
人
に
射
殺
さ
れ
、
す
べ
て
を
知
っ
た
女
は
乳
母
と
出
家
し
て
越
路
へ
発
ち
、

往
生
を
遂
げ
た
。
伝
土
佐
光
信
筆
『
鼠
の
草
子
』
で
は
母
の
尼
と
暮
ら
す
姫
に
鼠
が
通
じ
、
尼
の
愛
猫
に
殺
さ
れ

る
（
5
）。
姫
は
驚
き
つ
つ
も
「
あ
さ
か
ら
ず
か
た
ら
ひ
つ
る
言
の
は
な
ど
色
々
に
お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
か
き
く
ら
」
し
、

「
ま
め
や
か
に
此
世
な
ら
ぬ
契
な
り
し
と
ぞ
」
と
物
語
は
結
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寄
る
辺
な
き
女
と
異
類
と

の
恋
は
異
類
婚
姻
の
常
と
し
て
破
綻
し
、
真
実
を
悟
っ
て
な
お
、
女
は
愛
情
深
か
っ
た
男
を
想
う
。
そ
の
情
感
は
、

室
町
人
が
愛
好
し
た
物
語
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
本
書
の
姫
君
が
巫
女
を
通
じ
て
「
権
頭
で
は
な
く
清
水
観
音

を
恨
む
」
と
明
言
し
、「
こ
ん
じ
や
う
に
て
二
た
び
お
も
て
を
む
け
ん
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
ら
い
せ
に
て
は
一
つ

は
ち
す
の
ゑ
ん
と
な
る
べ
し
」
と
語
る
く
だ
り
は
、
こ
の
哀
れ
の
系
譜
に
連
な
る
物
語
世
界
で
あ
る
。
常
に
「
冷

泉
の
尼
」
が
付
き
添
う
結
構
も
、
伝
土
佐
光
信
筆
『
鼠
の
草
子
』
の
水
脈
と
通
じ
て
い
よ
う
。

対
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
で
は
、
権
頭
の
屋
敷
を
脱
し
た
姫
君
は
さ
す
が
に
名
残
も
惜
し
ま
れ
て
「
お
も

か
げ
の
ひ
か
ふ
る
方
を
か
へ
り
み
給
ふ
」
が
、
再
婚
後
は
過
去
を
浅
ま
し
く
思
い
、
巫
女
の
口
か
ら
「
わ
が
身
の

こ
と
は
重
ね
て
お
ぼ
し
め
し
出
し
候
ふ
ま
じ
。
御
心
に
か
け
給
ふ
露
の
御
心
も
残
り
候
は
ば
猫
殿
を
か
け
て
参
ら

せ
ん
」
と
言
い
放
つ
。
両
系
統
間
の
姫
君
の
変
容
は
『
鼠
の
草
子
』
と
い
う
物
語
の
軌
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
書
は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
等
と
は
異
な
り
、
権
頭
を
一
貫
し
て
白
鼠
と
し
て
描
い
た
。
祝
言
の
座
敷
に
も

鼠
顔
の
異
類
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
小
差
か
ら
も
、
本
書
が
怪
婚
譚
よ
り
も
悲
恋
譚
と
し
て
一
話
を
語
ろ
う
と
し

た
意
識
が
看
取
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
齋
藤
真
麻
理
）

【

注

】

（
1
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
八
巻
『
古
奈
良
絵
本
集
』
一
、
八
木
書
店
、
一
九
七
二
年
。
沢
井
耐
三
『
室
町

物
語
研
究
―
絵
巻
・
絵
本
へ
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
。

（
2
）
桜
井
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
。
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
の
断
簡
は
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
画
像
を
公
開
。
龍
澤
彩
「
甲
子
園
学
院
所
蔵
「
鼠
の
草
子
絵
巻
」
に
つ
い
て
」『
金
鯱
叢
書
』
三
四
―
史
学

美
術
史
論
文
集
―
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。
徳
田
和
夫
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
付
属
美
術
館
蔵

白
描
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』

に
つ
い
て
―
付
・
翻
刻
―
」『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
一
一
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。

（
3
）
真
鍋
昌
弘
『
中
世
近
世
歌
謡
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
。
出
雲
朝
子
「
中
世
末
期
に
お
け
る
東
国
方
言
の
位

相
―
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』
の
絵
詞
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
七
年
一
一
月
特
集
号
、
一
九
九
五
年
一

一
月
。
齋
藤
真
麻
理
『
異
類
の
歌
合

室
町
の
機
智
と
学
芸
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
。

（
4
）
小
林
美
和
・
冨
安
郁
子
「
室
町
時
代
食
文
化
資
料
と
し
て
の
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』
そ
の
①
―
調
理
場
面
を
中
心
と

し
て
―
」「
室
町
時
代
食
文
化
資
料
と
し
て
の
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』
そ
の
②
―
料
理
と
食
材
を
中
心
と
し
て
―
」『
帝
塚

山
大
学
現
代
生
活
学
部
紀
要
』
三
・
四
、
二
〇
〇
七
年
二
月
・
二
〇
〇
八
年
二
月
。

（
5
）
宮
次
男
「
御
伽
草
子
と
土
佐
光
信
―
鼠
草
紙
絵
巻
考
―
」『
美
術
研
究
』
三
一
三
、
一
九
八
〇
年
三
月
。
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鼠
の
草
子
絵
巻
別
本

装
訂

巻
子
装

一
軸

表
紙

改
装
後
補
の
卍
二
重
菱
に
丸
竜
文
模
様
黄
色
絹
表
紙
。
見
返
し
は
雲
形
に
金
箔
を
散
ら
す
。

料
紙

楮
紙
。
裏
打
を
施
し
、
上
下
を
裁
断
。
一
部
に
傷
み
あ
り
。

法
量

表
紙
は
縦
三
一
・
六
㎝
×
横
三
四
・
五
㎝
。
本
紙
は
縦
二
八
・
三
㎝
。
全
長
八
ｍ
一
七
・
五
㎝
。
一
紙
寸

法
は
ほ
ぼ
四
六
・
五
㎝
前
後
。

外
題
等

白
絹
単
辺
の
題
簽
に
「
ね
す
み
の
さ
う
し
」
と
墨
書
。
内
題
、
奥
書
、
識
語
等
は
な
い
。

箱
書
等

本
書
を
収
め
る
桐
箱
の
蓋
上
部
に
「
ね
す
み
の
そ
う
し
」
と
墨
書
し
た
紙
箋
を
貼
付
。

書
写
年
代

〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
一
三
三
）

本
書
は
「
鼠
の
権
頭
の
結
婚
式
の
座
敷
の
風
景
が
独
立
し
て
残
っ
て
い
る
」
本
で
あ
り
、
喫
煙
風
景
や
髪
型
な

ど
か
ら
制
作
年
代
は
や
や
下
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古
奈
良
絵
本
集
』
一
）。
冒
頭
と
後
半
を

欠
き
、
祝
言
の
座
敷
へ
酒
な
ど
を
運
ぶ
場
面
か
ら
始
ま
り
、
賑
や
か
な
台
所
風
景
の
中
に
水
く
み
や
権
頭
の
入
浴
、

芸
能
の
達
者
た
ち
の
参
上
、
餅
つ
き
な
ど
が
描
か
れ
、
屏
風
を
立
て
回
し
た
鼠
の
出
産
場
面
と
な
る
。
続
い
て
姫

君
や
女
房
た
ち
の
寛
ぐ
座
敷
が
描
か
れ
、
権
頭
は
一
夜
の
遊
山
に
出
か
け
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

諸
本
同
様
、
鼠
た
ち
は
擬
人
名
を
与
え
ら
れ
、
室
町
小
歌
を
歌
い
、
会
話
に
興
じ
、
生
き
生
き
と
働
く
。
権
頭

の
入
浴
や
鼠
の
出
産
を
描
く
点
は
先
掲
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』
や
桜
井
本
等
と
等
し
い
が
、
入
浴
場
面
に
は
「
ま
づ

〳
〵
お
か
ゑ
あ
が
ら
し
や
れ
。
を
が
見
へ
る
。
せ
う
し
や
〳
〵
」
と
い
う
画
中
詞
が
加
え
ら
れ
、
権
頭
の
財
力
等

よ
り
も
、
正
体
を
隠
し
切
れ
な
い
滑
稽
味
が
強
調
さ
れ
る
（
一
四
六
頁
）。

本
書
に
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
流
行
し
た
風
俗
が
散
見
し
、
短
い
煙
管
に
よ
る
喫
煙
風
景
が
印
象
的
で
あ
る
。

鼠
た
ち
は
台
所
で
一
服
、「
そ
こ
も
と
に
て
は
た
ば
こ
ま
い
ら
ぬ
か
」
と
声
を
か
け
、
汁
を
調
味
す
る
間
も
煙
管
を

手
放
さ
な
い
（
一
四
一
頁
）。
煙
管
を
手
に
「
き
う
八
」
を
労
い
（
一
四
三
頁
）、「
御
い
わ
ゐ
も
大
方
、
か
み
か
、
た

ば
こ
に
て
御
ざ
あ
る
べ
く
候
」
と
期
待
す
る
（
一
四
七
頁
）。
御
米
俵
の
帳
面
を
傍
ら
に
算
盤
を
は
じ
く
舂
屋
奉
行

た
ち
も
愛
煙
家
で
あ
っ
た
。
帳
面
の
表
紙
に
は
「
子
月
日
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
米
の
請
取
記
録
を
付
け

落
と
す
ま
い
と
努
め
て
い
る
（
一
五
四
頁
）。
出
産
の
介
助
を
終
え
た
鼠
は
、
赤
子
を
前
に
悠
々
と
煙
管
を
ふ
か
す

（
一
五
六
頁
）。
姫
君
の
前
に
も
、
丸
盆
形
の
煙
草
盆
と
煙
管
が
置
か
れ
て
い
る
（
一
五
七
頁
）。

煙
草
が
舶
載
さ
れ
た
年
紀
は
定
か
で
な
い
が
、
比
較
的
古
い
文
献
と
し
て
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
十
二
月
写

『
煙
草
説
』
一
軸
が
知
ら
れ
る
（
1
）。
煙
草
は
薬
と
考
え
ら
れ
、
大
い
に
流
行
し
た
と
い
い
、「
是
を
酒
に
當
れ
ば
奈
良

天
野
も
そ
の
美
味
を
う
し
な
ひ
、
是
を
茶
に
當
れ
ば
宇
治
と
が
の
お
も
そ
の
滋
味
を
奪
る
」
ほ
ど
、
遊
宴
の
貴
重

な
嗜
好
品
と
も
な
っ
た
。
薬
効
の
噂
を
鵜
呑
み
に
し
、
猛
烈
な
愛
煙
家
と
な
っ
た
「
は
や
り
く
す
し
」
も
い
た

（『
慶
長
見
聞
集
』
巻
一
）。
作
物
の
か
わ
り
に
煙
草
を
栽
培
す
る
者
が
続
出
し
た
た
め
、
幕
府
は
た
び
た
び
厳
し
い

禁
制
を
出
し
た
が
（『
御
当
家
令
条
』
第
三
十
二
・
四
五
一
「
條
々
」『
近
世
法
制
史
料
叢
書
』
二
、
創
文
社
、
一
九
五
九

年
複
刊
訂
正
）、
寛
永
期
か
ら
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
元
禄
末
に
は
煙
草
栽
培
も
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
世
情
を
反
映
し
、
遊
楽
図
や
美
人
画
な
ど
、
近
世
初
期
風
俗
画
に
は
喫
煙
風
俗
が
頻
出
す
る
よ
う
に

な
る
（『
近
世
初
期
風
俗
画

躍
動
と
快
楽
』
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）。
初
期
に
は
先
が
湾
曲
し
た
「
河

骨
形
」
と
呼
ば
れ
る
長
い
煙
管
が
多
い
が
、
次
第
に
携
帯
用
の
短
い
煙
管
へ
移
行
す
る
。
本
書
が
描
く
の
は
こ
の

短
い
煙
管
で
あ
る
。
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
か
ら
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
頃
の
景
観
と
思
し
い
弘
経
寺
本
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「
東
山
遊
楽
図
」
で
は
清
水
寺
の
仁
王
門
脇
に
男
た
ち
が
短
い
煙
管
を
並
べ
、
煙
草
販
売
に
余
念
が
な
い
（
2
）。『
鼠
の

草
子
絵
巻
別
本
』
が
挿
絵
に
織
り
交
ぜ
た
喫
煙
風
俗
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
表
象
を
取
り
込
ん
だ
と
み
て
よ
い
。

本
書
と
近
世
初
期
風
俗
画
と
の
共
通
性
は
、「
寛
文
美
人
図
」
に
酷
似
す
る
女
鼠
の
姿
に
も
見
出
せ
る
（
一
四
五

頁
）。
こ
の
美
人
図
は
寛
永
か
ら
寛
文
期
に
流
行
し
た
風
俗
画
で
あ
り
、
美
人
ひ
と
り
が
左
手
を
袖
の
中
に
隠
し
て

右
手
で
褄
を
取
り
、
前
方
を
見
つ
め
る
立
ち
姿
が
多
く
、
後
に
浮
世
絵
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
が
、
本
書
の
女
鼠
の

挙
措
は
こ
れ
と
等
し
い
（
3
）（

挿
図
）。
末
尾
の
挿
絵
で
は
、
屏
風
を
背
に
座
す
姫
君
の
前
に
、
肩
ま
で
の
黒
髪
姿
の
少

女
が
茶
を
捧
げ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
近
世
初
期
風
俗
画
に
数
多
く
描
か
れ
た
禿
と
近
し
く
、
一
場
面
は
い
わ
ゆ
る

邸
内
遊
楽
図
さ
な
が
ら
で
あ
る
。
屏
風
の
陰
に
「
目
口
乾
き
」
の
噂
好
き
の
う
ば
が
身
を
潜
め
、
権
頭
の
正
体
を

疑
問
視
す
る
の
も
新
た
な
趣
向
で
あ
る
。

ま
た
、
汁
の
調
理
に
用
い
ら
れ
た
「
た
か
さ
こ
や
の
み
そ
」
も
目
を
引
く
（
一
四
一
頁
）。
こ
れ
は
先
掲
『
鼠
の

草
子
絵
巻
』
等
に
は
見
え
な
い
が
、
味
噌
桶
の
色
彩
を
信
じ
れ
ば
白
味
噌
か
。
高
砂
屋
は
「
白
味
噌
は
み
た
け
屋
、

髙
砂
屋
流
の
白
味
噌
」（
延
宝
二
年
﹇
一
六
七
四
﹈
刊
『
江
戸
料
理
集
』「
本
汁
の
部
」）、「
駒
形
堂
の
鯉
を
髙
砂
屋
が
味

噌
に
て
吸
物
に
し
」（『
紫
の
一
本
』
巻
四
）
な
ど
、
江
戸
に
名
の
通
っ
た
味
噌
屋
で
あ
っ
た
。
貞
享
元
年
（
一
六
八

四
）
刊
『
好
色
二
代
男
』
巻
二
「
大
臣
北
国
落
」
に
は
「
髙
砂
屋
の
白
味
噌
」
と
見
え
、
挿
絵
で
は
「
寛
文
美
人
図
」

風
の
美
人
画
な
ど
を
八
幅
か
け
、
絵
解
き
を
行
っ
て
い
る
。『
鼠
の
草
子
絵
巻
別
本
』
は
名
品
「
髙
砂
屋
の
味
噌
」

を
引
き
、
鼠
の
祝
言
に
花
を
添
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
書
に
は
「
煎
文
字
」「
お
ひ
や
」
等
の
女
房
詞
が
見

ら
れ
、
前
者
は
画
中
詞
に
「
こ
の
せ
ん
も
じ
は
あ
べ
ち
や
な
る
が
、
ふ
う
み
よ
く
こ
れ
な
く
候
」
と
い
う
。
煎
茶

を
さ
す
女
房
詞
「
煎
文
字
」
は
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
（
東
北
大
学
蔵
『
女
房
躾
書
』。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
元
禄
五
年

﹇
一
六
九
二
﹈
奥
書
『
女
中
詞
』）。
安
倍
茶
は
徳
川
家
ゆ
か
り
の
駿
河
名
産
の
煎
茶
で
あ
り
、
こ
れ
も
や
は
り
徳
川

の
世
ら
し
い
工
夫
で
あ
っ
た
。『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
巻
五
「
恋
の
出
見
世
」
に
は
「
安
部
茶
問
屋
」
が
登
場
す
る
。

室
町
物
語
の
絵
と
詞
が
ど
の
よ
う
に
時
代
の
好
尚
を
摂
取
し
て
い
っ
た
の
か
、
本
書
は
そ
の
一
端
を
垣
間
見
せ

て
く
れ
る
興
味
深
い
伝
本
で
あ
る
。

（
齋
藤
真
麻
理
）

東京国立博物館蔵
「美人一人立図（縁先美人図）」全図

lmage: TNM lmage Archives

本書挿絵（145頁）
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【

注

】

（
1
）
八
条
宮
智
仁
親
王
著
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
よ
り
画
像
公
開
（https://doi.org/10.20730

/100232843

）。『
鼠
の
草
子
』
所
見
の
酒
「
あ
ま
の
が
は
」
を
摂
津
の
天
野
酒
と
見
る
説
も
あ
る
（
沢
井
耐
三
『
室
町

物
語
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。
な
お
、
沢
井
氏
は
本
書
の
制
作
を
貞
享
・
元
禄
に
近
い
頃
と
す
る
。

（
2
）
畑
麗
「
研
究
資
料

弘
経
寺
本
東
山
遊
楽
図
に
つ
い
て
」『
国
華
』
一
三
五
三
、
二
〇
〇
八
年
七
月
。

（
3
）
江
戸
時
代
前
期
に
量
産
さ
れ
た
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
は
、
同
様
の
挙
措
が
散
見
す
る
。
拙
稿
「
鼠
の
祝
言

―
視
覚
文
化
の
中
の
御
伽
草
子
―
」『
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
物
語
絵

絵
巻
・
屏
風
・
絵
本
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一

三
年
。
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や
ひ
や
う
ゑ
ね
ず
み

装
訂

袋
綴

下
一
冊

表
紙

原
装
は
打
曇
り
、
そ
の
上
に
栗
皮
色
表
紙
を
後
補
。

料
紙

鳥
の
子
紙

法
量

縦
一
六
・
八
㎝
×
横
二
四
・
二
㎝

外
題

後
補
表
紙
中
央
題
簽
「
画
入
御
伽
双
紙

や
ひ
や
う
ゑ
ね
す
み
」、
元
表
紙
中
央
に
題
簽
欠
落
跡
。

内
題

な
し

墨
付

一
七
丁

行
数

半
葉
一
三
行

字
高

約
一
三
・
五
㎝

挿
絵

半
丁
五
図
、
見
開
一
図
。

印
記

「
紫
景
文
庫
」

書
写
年
代

〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
一
四
七
）

「
や
ひ
や
う
ゑ
ね
ず
み
」
は
、
一
般
的
に
は
、「
弥
兵
衛
鼠
」
と
表
記
さ
れ
る
。『
鼠
の
草
子
』
等
と
同
じ
く
御

伽
草
子
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
上
冊
を
欠
い
て
い
る
が
、
他
本
で
本
文
を
補
い
、
そ
の
内
容
を
記
す
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
上
巻
）
東
寺
の
塔
に
住
む
白
鼠
に
、
弥
兵
衛
と
い
う
文
武
二
道
の
名
人
が
い
た
。
近
く
の
野
鼠
の
姫
を
嫁

に
取
る
こ
と
に
し
、
鼠
の
嫁
入
り
行
列
が
行
わ
れ
た
。
二
人
は
深
く
契
り
を
交
わ
し
、
多
く
の
若
君
姫
君
が

生
ま
れ
た
。
あ
る
日
、
北
の
方
は
病
気
に
な
り
、
雁
の
右
の
羽
交
い
の
身
が
食
べ
た
い
と
言
う
。
弥
兵
衛
は

雁
を
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
が
、
反
対
に
雁
に
飛
び
連
れ
去
ら
れ
て
、
常
磐
の
国
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
。

（
下
巻
）
そ
こ
で
は
野
鼠
の
助
言
を
受
け
、
さ
ら
に
は
猿
姫
御
前
の
教
え
に
従
っ
て
道
を
進
み
、
左
衛
門
殿

の
家
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
左
衛
門
殿
は
福
鼠
と
し
て
弥
兵
衛
を
敬
い
、
食
事
も
与
え
ら
れ
た
の
で
、
弥
兵

衛
は
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
左
衛
門
殿
の
は
か
ら
い
に
よ
り
、
弥
兵
衛
は
都
に
戻
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
後
、
弥
兵
衛
一
家
は
繁
盛
す
る
。

本
物
語
は
、
鼠
を
擬
人
化
し
た
異
類
物
に
属
す
る
。
鼠
を
主
人
公
と
す
る
御
伽
草
子
は
数
多
い
が
、
い
ず
れ
も
、

鼠
の
嫁
入
り
行
列
や
、
食
卓
風
景
等
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。『
鼠
の
草
子
』
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
室
町

時
代
に
書
写
さ
れ
た
本
が
あ
る
場
合
に
は
、
室
町
時
代
成
立
と
言
え
る
が
、
鼠
を
主
人
公
と
す
る
御
伽
草
子
に
は
、

『
鶏
鼠
物
語
』
の
よ
う
に
、
本
文
に
江
戸
時
代
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
に
な
っ
て
成
立
し

た
作
品
も
存
在
す
る
。

『
弥
兵
衛
鼠
』
の
場
合
も
、
動
物
を
主
人
公
と
す
る
御
伽
草
子
に
よ
く
あ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
古

典
文
学
大
辞
典
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
や
『
お
伽
草
子
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
等
で

は
室
町
時
代
成
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
伝
本
を
見
て
も
、
室
町
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
も
の
は
、
今
の
と
こ

ろ
見
出
せ
な
い
。
江
戸
時
代
初
期
制
作
と
思
わ
れ
る
伝
本
が
多
い
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
に
は
成
立
し

た
作
品
と
見
る
の
が
穏
当
な
判
断
で
あ
ろ
う
。
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『
弥
兵
衛
鼠
』
は
、
そ
の
内
容
の
お
も
し
ろ
さ
か
ら
、
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
の
部

分
に
文
字
が
入
り
込
む
、
い
わ
ゆ
る
画
中
詞
の
問
題
（
1
）や
、
行
列
、
宴
会
の
場
面
の
お
も
し
ろ
さ
も
論
じ
ら
れ
て
も

い
る
（
2
）が
、
鼠
を
中
心
と
す
る
異
類
物
の
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
の
考
察
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本

の
挿
絵
の
比
較
考
察
も
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、『
弥
兵
衛
鼠
』
の
伝
本
は
、
天

理
本
以
外
に
、
以
下
の
四
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

小
絵
巻

一
軸

（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
御
伽
草
子
集
』、
一
九
八
〇
年

等
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
蔵

絵
巻

一
軸
（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
在
外
奈
良
絵
本
』、
一
九
八
一
年
）

フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
蔵

奈
良
絵
本

一
冊

（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
在
外
奈
良
絵
本
』、
一
九
八
一
年
）

大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵

奈
良
絵
本

二
冊
（
大
阪
青
山
短
期
大
学
国
文
科
編
『
御
伽
草
子
集
』、
一
九
九
六
年
）

い
ず
れ
も
、
奈
良
絵
本
と
し
て
の
レ
ベ
ル
が
高
い
も
の
ば
か
り
で
、（

）
内
に
示
し
た
よ
う
に
、
既
に
写
真
版

に
よ
る
挿
絵
部
分
を
含
め
た
全
文
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
天
理
本
と
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
、
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
蔵
本
（
以
下
、
フ
ォ
ッ
グ
本
）
と
大
阪
青
山

短
期
大
学
蔵
本
（
以
下
、
大
阪
青
山
本
）
と
の
比
較
を
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
は
同
じ
江
戸
時
代
初
期
に
制
作
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
横
型
奈
良
絵
本
で
、
頁
替
わ
り
の
位
置
や
挿
絵
の
構
図
も
か
な
り
近
い
。

大
阪
青
山
本
は
、
挿
絵
の
下
地
を
金
に
す
る
等
、
奈
良
絵
本
と
し
て
の
タ
イ
プ
に
は
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る

が
、
天
理
本
と
同
じ
く
二
冊
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
奈
良
絵
本
や
絵
巻
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
同
じ
作
品

で
同
じ
二
冊
本
や
三
冊
本
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
本
文
や
挿
絵
の
切
れ
目
は
違
う
こ
と
の
方
が
多
い
。
天
理
本
と
大

阪
青
山
本
の
場
合
も
、
同
じ
下
冊
同
士
を
較
べ
て
も
、
そ
の
冒
頭
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文
も

挿
絵
も
両
者
は
相
当
な
類
似
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
天
理
本
の
冒
頭
部
と
末
尾
、
す
な
わ
ち
、
下
巻
の
冒
頭
部
分
と
末
尾
を
、
大
阪
青
山
本
の
該
当
箇
所

と
並
べ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

天
理
本

（
冒
頭
）
さ
て
も
、
や
ひ
や
う
ゑ
殿
は
、「
此
ま
ゝ
、
の
ね
す
み
に
な
り
て
も
、
い
か
ゝ
せ
ん
。
ち
と
、
人
さ
と
へ

い
て
は
や
」
と
お
ほ
し
め
し
、
あ
り
き
給
へ
は
、
い
つ
く
と
も
な
く
、
い
と
か
し
こ
き
ね
す
み
、
い
て
き
た

る
。

（
末
尾
）
又
、
と
き
は
の
く
に
の
三
郎
殿
は
、
中
納
言
に
な
り
た
ま
ひ
、
め
て
た
き
た
め
し
に
そ
、
申
け
る
。「
せ

め
て
、
け
一
す
ち
、
あ
や
か
り
た
や
」
と
、
う
ら
や
ま
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
れ
。
は
る
の
は
し
め
に
、
ま
つ

こ
れ
を
見
る
事
成
り
。

大
阪
青
山
本

（
冒
頭
）
さ
て
も
、
や
ひ
や
う
ゑ
と
の
は
、「
野
ね
す
み
に
な
り
て
も
、
い
か
ゝ
せ
ん
。
ち
と
、
人
里
へ
出
は
や
」

と
お
ほ
し
め
し
、
あ
り
き
給
へ
は
、
い
つ
く
と
も
な
く
、
い
と
か
し
こ
き
ね
す
み
、
出
た
り
。

（
末
尾
）
又
、
と
き
は
の
三
郎
殿
は
、
中
納
言
に
な
り
給
ひ
て
、
め
て
た
き
た
め
し
に
そ
、
申
け
る
。「
せ
め
て
、

け
一
す
ち
、
あ
や
か
り
た
や
」
と
、
う
ら
や
ま
ぬ
人
は
な
し
。

大
阪
青
山
本
で
は
、
末
尾
の
一
文
が
な
い
が
、
こ
れ
は
取
捨
可
能
な
内
容
で
あ
る
。
平
仮
名
・
漢
字
の
違
い
は

存
在
し
て
も
、
両
者
は
本
文
上
、
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
伝
本
も
大
差
な
い
本
文

を
有
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
特
に
挿
絵
の
場
面
は
、
大
阪
青
山
本
と
重
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
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一
方
で
、
フ
ォ
ッ
グ
本
は
、
よ
り
天
理
本
に
近
い
作
品
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
フ
ォ
ッ
グ
本
は
一
冊
本
で

あ
り
、
天
理
本
に
相
当
す
る
の
は
、
第
一
三
丁
目
裏
の
途
中
か
ら
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
本
文
は
、
大
阪
青
山
本

に
欠
け
て
い
た
最
後
の
一
文
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
構

図
ば
か
り
で
は
な
く
、
特
に
上
部
に
霞
を
描
か
な
い
と
い
っ
た
、
奈
良
絵
本
と
し
て
の
珍
し
い
特
徴
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
関
係
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

本
文
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
天
理
本
、
フ
ォ
ッ
グ
本
、
大
阪
青
山
本
の
三
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
る
。

お
互
い
が
か
な
り
近
い
時
代
に
、
近
い
環
境
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
簡
単
に
前
後
関
係
が
判
断

で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、『
弥
兵
衛
鼠
』
は
、
寛
文
延
宝
頃
に
城
殿
や
小
泉
と
い
っ
た
絵
草
紙
屋
に
よ
っ
て
大
量
に

制
作
さ
れ
た
絵
巻
や
縦
型
奈
良
絵
本
の
類
が
出
現
し
て
い
な
い
。
奈
良
絵
本
や
絵
巻
は
、
基
本
的
に
は
制
作
者
名

を
出
す
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
に
見
ら
れ
る
印
記
の
名
前
が
、
城
殿
や
小
泉

な
の
で
あ
る
（
3
）。
い
ず
れ
も
か
な
り
豪
華
な
作
品
に
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
受
注
制
作

を
行
う
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
弥
兵
衛
鼠
』
の
奈
良
絵
本
の
制
作
グ
ル
ー
プ
は
、
お
そ
ら
く
組
織
的
に
は
、
城
殿
や
小
泉
等
の
寛
文
延
宝
期

の
制
作
グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
寛
文
延
宝
頃
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
や
奈
良
絵
本

が
存
在
し
な
い
の
は
、『
鼠
の
草
子
』
も
同
じ
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
時
代
の
差
で
あ
り
な
が
ら
、
好
ま
れ
る
題
材
の

違
い
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
制
作
時
代
は
か
な
り
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
草
紙
屋
に
よ
る
制
作
作
品
の
違
い
、

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

『
弥
兵
衛
鼠
』
は
、
類
似
の
奈
良
絵
本
や
絵
巻
が
少
な
く
と
も
五
本
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
お
そ

ら
く
は
、
大
名
家
等
の
富
裕
層
が
当
時
の
絵
草
紙
屋
に
注
文
を
し
て
作
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鼠
の
話
は
一
家
繁

盛
に
繋
が
る
の
で
、
大
名
家
の
嫁
入
り
道
具
に
な
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
奈
良
絵
本
が
嫁
入
り
道
具
と

し
て
一
番
多
く
制
作
さ
れ
た
の
は
寛
文
延
宝
期
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
直
前
の
江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
も
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
や
挿
絵
の
お
も
し
ろ
さ
ば
か
り
で
は

な
く
、『
弥
兵
衛
鼠
』
は
、
江
戸
時
代
初
期
制
作
の
奈
良
絵
本
を
考
え
る
上
で
も
、
と
て
も
良
い
例
と
な
る
の
で
あ

る
。

（
石
川
透
）

【

注

】

（
1
）
徳
田
和
夫
「『
弥
兵
衛
鼠
』
の
絵
詞
歌
謡
」（『
お
伽
草
子
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
）

（
2
）
松
浪
久
子
「
御
伽
草
子
『
弥
兵
衛
鼠
の
世
界
』」（『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
一
二
、
一
九
九
六
年
）

松
浪
久
子
「
御
伽
草
子
『
弥
兵
衛
鼠
』
の
地
理
的
世
界
」（『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
一
七
、
二
〇
〇
一
年
）

（
3
）
石
川
透
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
展
開
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
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